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流体力学講座 (標械物理工学科)

昭和′42年東京=大に機械物理=学科が新設され,1流体力学講座がその 6講

座の中の一つ として誕生 したわけですが,上記のスGlッ?は昭和 44年 と45

年度に東工大に着任 した者ばか bで,まだ生れてほやほやの研究室です｡教授

と助教授は物理出身,ー助手は航空 と機械出が∵八ずつ,そのほかに博士課程の

学生 1人 (電気出身) ,修士課程の学生 2人 (機械出身) ,機械物理専攻 の学

部学生8名,事務官 '(秘書) 1名が目下の研究室の構成メンバーで,その他国

立研究機関や他大学の方が2,5研究に加わって居 られます｡ 学部や大学院で

この講座が担当 している講義名は,すべて流体物理学 と覆って高ますので,近

い将来講座名 も流体物理学 と改められるか も知れません ｡

-研究は主 としてプラズマに向けられ,.実験面では衝撃波管を用りて,比戟約

低温 (数千庭)のプラズマ流の非平衡現象の解明,特に応用 としての非平衡

MHD発電の基礎的特性の研究が中心テーマであpbます ｡ 粒子間･の衝突断面積,

電離再結合の機構,流体と壁面の相互作用等;物性の加味する重要を問題が こ

こには沢山含まれておbますo 遜高憩の核融合 プラズ マと関傭 して,小型の テ

ータピンチ装置も目下製作中で,無衝突 プデズマ,での衝撃波の樟造や,熟ノ化の

機構の実験的究明 も行を うことに怒ってお bます｡

理論面で疫∴鹿 高温プラズマーの運動を支配するブデブ フ方程式が,マックス

クーェルの電磁方程式 とカップル して,非線型の微積分方轟式系を作っているの

で,線型近似か らは予測のつか食い非線型性に起因する新 しい現象を,計算機

を用いて発掘することを試みでります ｡孤立波,波列 ,衝撃波等の有限振帝薮

の内部構造や,その不安定性の解明,磁気テールの成因等,J天体プ.ラズ.7.や額

融合プラズ寺ややがて観測されるであろ う硯象の予測や,∴発見された現象の論

理付け∴といったフィジカルを興味 は勿論でせが,非線型方程式に対する数学

的凌興味か ら,多体問題や非平衡現象に面する者の思考の･あb･方 と云った哲学
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的を興味に至るまで,科学 をやる者でなければわか ら覆い楽 しみを満琴 してい

ると大言荘語 しても少 しは うそではあbません｡ (丹生 記 )

高分子物理化学講座

助教授 中 条 利一郎

雑誌会,ゼ ミ夜どは西周教授のグループと共同で,講座単位で運営 している

が,研究面では多頭政治による混乱を避けるため,主 として西岡教授が指導す

るグループと,主 として中条が指導するグル｢ブにわけている･｡､後者の研究テ

･-マは,一言にして言えば,高分子搾見 られる統計現象 とい うことに怒るが,

こまかい各テーマについて以下簡単に紹介 しよう｡

1.メタ.ク リル酸メチルのnブチルマグネシウムプロミドによるアニオン重

合機構の触媒濃度依存性

メタクリル酸 ノメチルが種々の触媒によってアニオン重合することはよく知 ら

れておb,その中のい くつかは単純マルコフ過程に したが う｡その遷移確率は

重合温度t./C依存するが,発熱反応のため,最初に設定した温度を重合温度とみ

なせ夜い｡そ こで,触媒濃度を変えることによb発熱量を変え,どんを温度を

襲合温度 と定義するか とい う.のが目的0

2.′メタクリル酸メチルのイソブチルマグネシウムプロミドのアニオ ン重合

機構の鑑定依存性･

5..メタク リル牽メチルの 七ブチルマグネシウムプロミドのアニオン重合機

樺の温度依存性

2,5は1とあわせて触媒分子の幾何学的を大 きさが,遷移確率に及ぼす影

響なしらべるのが 目的で,重合温度を変えると,エンタル ピー,エン トロピー

をどの熱力学関数が求まるので,それを用いる｡

-4.7ク 1)ロニ ト7)ルとメタク リル酸 メチルのラジカル共重合におけるモノ

マー反応性比の決定

単純マルコフまたは二重マルコフ過程を記述するパラメータであるモノマー

反応性比が従来はベルヌーイ試行の情報の集積から決定 していたO これをマル

コフ過程 に関する情報を用いて直接記述す▲る｡
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